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(57)【要約】
【課題】　文字板または内転機構などの組付部材に加工
を施さずに、組付部材をハウジングに対して一体的に組
み付けることができるモジュールおよびそれを備えた時
計を提供する。
【解決手段】　部品が搭載されたハウジング８と、この
ハウジング８の上部側に配置される文字板１０と、この
文字板１０の上面における外周部をハウジング８に対し
て押え付けると共に、文字板１０の円周方向の回転を規
制した状態で、文字板１０をハウジング８に対して固定
する固定部材１２と、を備えている。従って、文字板１
０などの組付部材に加工を施さずに、文字板１０などの
組付部材をハウジング８に対して一体的に設けることが
できるので、文字板１０などの組付部材を備えていても
、独立した時計モジュール７として構成することができ
る。
【選択図】　　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　部品が搭載されたハウジングと、
　前記ハウジングの上部側に配置される文字板と、
　前記文字板の上面における外周部を前記ハウジングに対して押え付けると共に、前記文
字板の円周方向の回転を規制した状態で、前記文字板を前記ハウジングに対して固定する
固定部材と、
　を備えていることを特徴とするモジュール。
【請求項２】
　請求項１に記載のモジュールにおいて、前記固定部材は、前記文字板の上面における外
周部を前記ハウジングに対して押え付ける見切り部材と、前記ハウジングに対する前記見
切り部材の円周方向の回転を規制する回転規制部材と、を備えていることを特徴とするモ
ジュール。
【請求項３】
　請求項２に記載のモジュールにおいて、前記固定部材は、前記ハウジング上に固定され
て前記文字板が配置される押え部材と、前記見切り部材が前記文字板の上面における外周
部上に配置された状態で、前記見切り部材がその円周方向に沿って回転された際に前記文
字板を前記押え部材に押え付けて固定する固定押え部と、を備えていることを特徴とする
モジュール。
【請求項４】
　請求項３に記載のモジュールにおいて、前記固定押え部は、前記押え部材における前記
文字板の外周側に位置する部分とこれに対応する前記見切り部材との一方に設けられた係
合突起と、前記押え部材における前記文字板の外周側に位置する部分とこれに対応する前
記見切り部材との他方に設けられて、前記係合突起が挿入して回転移動した際に前記係合
突起を係止する係止溝と、を備えていることを特徴とするモジュール。
【請求項５】
　請求項３または請求項４に記載のモジュールにおいて、前記回転規制部材は、前記ハウ
ジング上に固定された前記押え部材における前記文字板の外周側に位置する部分とこれに
対応する前記見切り部材とに差し込まれて、前記ハウジングに対する前記見切り部材の円
周方向の回転を規制するピン部材であることを特徴とするモジュール。
【請求項６】
　請求項１に記載のモジュールにおいて、前記固定部材は、前記文字板の上面における外
周部を前記ハウジングに対して押え付ける見切り部材と、前記見切り部材に設けられて前
記ハウジング内に挿入する足ピンと、前記ハウジング内にその側方から差し込まれて前記
足ピンをその軸方向と直交する方向から係止することにより、前記見切り部材を前記文字
板に押し付ける係止部材と、を備えていることを特徴とするモジュール。
【請求項７】
　請求項６に記載のモジュールにおいて、前記係止部材は、前記足ピンの外周に設けられ
た環状の係合溝に挿入して前記足ピンをその径方向に挟んで前記足ピンの軸方向の位置を
規制する係止規制部を備えていることを特徴とするモジュール。
【請求項８】
　部品が搭載されたハウジングと、
　前記ハウジングに配置されて前記ハウジングの外周に沿う方向に回転移動する内転リン
グを備えた内転機構と、
　前記内転機構の前記内転リングを前記ハウジングに回転移動可能な状態で押え付ける押
え部材と、
　を備えていることを特徴とするモジュール。
【請求項９】
　請求項８に記載のモジュールにおいて、前記内転機構は、前記内転リングのほかに、前
記内転リングの上方に回転移動可能に配置される回転見切り部材と、前記内転リングと前
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記回転見切り部とを連結して、前記内転リングの回転移動に応じて前記回転見切り部材を
回転移動させる連結部と、を備えていることを特徴とするモジュール。
【請求項１０】
　請求項８または請求項９に記載のモジュールにおいて、前記押え部材の上面に配置され
る文字板と、前記文字板の上面における外周部を前記押え部材に押え付けると共に、前記
文字板の円周方向の回転を規制した状態で、前記文字板を前記ハウジングに対して固定す
る固定部材と、を備えていることを特徴とするモジュール。
【請求項１１】
　請求項１～請求項１０のいずれかに記載されたモジュールを備えていることを特徴とす
る時計。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、腕時計などの電子機器に用いられるモジュールおよびそれを備えた時計に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、腕時計のモジュールにおいては、特許文献１に記載されているように、時計ム
ーブメントを内蔵するハウジング上に複数のピンを起立させて設け、このハウジング上に
配置される文字板の下面にピンが挿入する複数の穴を設けた構成のものが知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－２４３４２９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このような腕時計のモジュールでは、文字板を重ね合わせて搬送することができるので
、文字板の搬送性を向上させることができても、文字板にハウジングの複数のピンが挿入
する複数の穴を設ける穴開け加工を施す必要があるため、文字板が材質や厚みの制約を受
けるという問題がある。
【０００５】
　また、このようなモジュールを備えた腕時計では、ハウジングの外周に沿って回転移動
する内転リングを備えた内転機構を搭載する場合、腕時計ケース内に内転機構を組み付け
た状態で、モジュールを腕時計ケース内に組み付ける必要があるため、内転機構をハウジ
ングに一体的に設けた状態で腕時計ケース内に組み込むことができないという問題がある
。
【０００６】
　この発明が解決しようとする課題は、文字板または内転機構などの組付部材に加工を施
さずに、組付部材をハウジングに対して一体的に組み付けることができるモジュールおよ
びそれを備えた時計を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明は、部品が搭載されたハウジングと、このハウジングの上部側に配置される文
字板と、この文字板の上面における外周部を前記ハウジングに対して押え付けると共に、
前記文字板の円周方向の回転を規制した状態で、前記文字板を前記ハウジングに対して固
定する固定部材と、を備えていることを特徴とするモジュールである。
【０００８】
　また、この発明は、部品が搭載されたハウジングと、このハウジングに配置されて前記
ハウジングの外周に沿う方向に回転移動する内転リングを備えた内転機構と、この内転機
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構の前記内転リングを前記ハウジングに回転移動可能な状態で押え付ける押え部材と、を
備えていることを特徴とするモジュールである。
【発明の効果】
【０００９】
　この発明によれば、文字板または内転機構などの組付部材に加工を施す必要がなく、組
付部材をハウジングに対して一体的に組み付けることができるので、文字板または内転機
構などの組付部材を備えていても、独立したモジュールとして構成することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】この発明を腕時計に適用した第１実施形態を示した拡大正面図である。
【図２】図１に示された腕時計のＡ－Ａ矢視における拡大断面図である。
【図３】図１に示された腕時計のＢ－Ｂ矢視における要部を示した拡大断面図である。
【図４】図３に示された時計モジュールを示した要部の拡大断面図である。
【図５】図４に示された時計モジュールの固定押え部を示し、（ａ）は固定押え部によっ
て固定見切り部材を押え部材に取り付けて固定した状態を示した要部の拡大側面図、（ｂ
）は固定押え部によって固定見切り部材を押え部材に取り付ける前の状態を分解して示し
た要部の拡大側面図である。
【図６】図２に示された時計モジュールにおける固定部材のピン部材の取付状態を示した
要部の拡大断面図である。
【図７】この発明を腕時計に適用した第２実施形態における時計モジュールの要部を示し
た拡大断面図である。
【図８】図７に示された時計モジュールの係止部材を示した拡大斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
（第１実施形態）
　以下、図１～図６を参照して、この発明を腕時計に適用した第１実施形態について説明
する。
　この腕時計は、図１に示すように、腕時計ケース１を備えている。この腕時計ケース１
は、図２および図３に示すように、上部側に位置する金属製の第１ケース２と下部側に位
置する金属製の第２ケース３とで構成されている。
【００１２】
　この腕時計ケース１の上部開口部、つまり第１ケース２の上部開口部には、図２および
図３に示すように、時計ガラス４がパッキン４ａを介して取り付けられている。この腕時
計ケース１の下部、つまり第２ケース３の下部には、裏蓋５が防水リング５ａを介して取
り付けられている。この腕時計ケース１の３時側には、押釦スイッチ６が設けられている
。また、この腕時計ケース１の１２時側と６時側とには、図１に示すように、バンド取付
部９がそれぞれ設けられている。
【００１３】
　この腕時計ケース１の内部には、図２および図３に示すように、時計モジュール７が中
枠７ａを介して設けられている。この時計モジュール７は、図示ないが、指針の運針によ
り時刻を指示する時計ムーブメントや、時刻などの情報を表示する表示部、これらを電気
的に駆動する回路部などの時計機能に必要な各種の部品を搭載するハウジング８を備えて
いる。
【００１４】
　この場合、ハウジング８の上面には、図２～図４に示すように、文字板１０が押え部材
１１を介して固定部材１２によって固定されている。すなわち、ハウジング８の上面には
、その外周を除いて取付凹部８ａが設けられている。押え部材１１は、ほぼ円板状に形成
され、その外周部に後述する内転機構１８の内転リング２０をハウジング８に押え付ける
鍔状部１１ａが上側に突出した状態で設けられた構成になっている。
【００１５】
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　すなわち、この押え部材１１は、図２～図４に示すように、ハウジング８の取付凹部８
ａ内に配置されて固定され、この状態で鍔状部１１ａがハウジング８の外周部の上面と同
じ高さで配置され、この鍔状部１１ａが内転リング２０をその上側からハウジング８内に
回転可能な状態で押え付けるように構成されている。
【００１６】
　文字板１０は、図２～図４に示すように、円板状に形成され、押え部材１１の鍔状部１
１ａで囲われた凹部内に配置され、この状態で固定部材１２によって押え部材１１内に押
え付けられることにより、ハウジング８に対して固定されるように構成されている。この
文字板１０は、図示しないが、その中心に時計ムーブメントの指針軸が上方に突出して設
けられ、この指針軸の上端部に設けられた指針が文字板１０の上方を運針するように構成
されている。
【００１７】
　固定部材１２は、図２～図４に示すように、文字板１０の上面における外周部をハウジ
ング８に対して押え付ける固定見切り部材１３と、ハウジング８に対する固定見切り部材
１３の円周に沿う方向の回転を規制する回転規制部材である複数のピン部材１４と、を備
えている。
【００１８】
　固定見切り部材１３は、図２～図４に示すように、その内径が文字板１０の外径よりも
少し小さく、かつ外径が文字板１０の外径よりも大きく、押え部材１１の鍔状部１１ａの
外径よりも小さいリング形状に形成されている。この場合、固定見切り部材１３は、その
上面が中心側に向けて次第に高さが低くなる傾斜面１３ａに形成されている。
【００１９】
　これにより、固定見切り部材１３は、図２～図５に示すように、その内周部が文字板１
０の上面における外周部上に配置され、外周部が押え部材１１の鍔状部１１ａの上面にお
ける内周部上に配置され、この状態で押え部材１１に固定押え部１５によって固定される
ことにより、文字板１０を押え部材１１に押え付けてハウジング８に対し固定するように
構成されている。
【００２０】
　この場合、固定押え部１５は、図５（ａ）および図５（ｂ）に示すように、押え部材１
１の鍔状部１１ａ上に起立して設けられたフック形状の係合突起１６と、これに対応する
固定見切り部材１３の外周に位置する下面から上側に向けて設けられたフック形状の係止
溝１７と、を備えている。この固定押え部１５は、係合突起１６が係止溝１７に挿入され
た状態で、固定見切り部材１３が押え部材１１に対して所定方向に回転移動された際に、
係合突起１６が係止溝１７に係止されるように構成されている。
【００２１】
　すなわち、固定押え部１５の係合突起１６は、図５（ａ）および図５（ｂ）に示すよう
に、固定見切り部材１３の外周に位置する下面に対応する押え部材１１の鍔状部１１ａ上
に起立して設けられた起立部１６ａと、この起立部１６ａの上端部に設けられて押え部材
１１の円周方向（図５（ｂ）では右方向）に突出する突起部１６ｂと、を備えている。
【００２２】
　また、固定押え部１５の係止溝１７は、図５（ａ）および図５（ｂ）に示すように、押
え部材１１の係合突起１６に対応する固定見切り部材１３の外周に位置する下面から上側
に向けて設けられ、係合突起１６が下側から挿入する挿入部１７ａと、この挿入部１７ａ
の上端部から固定見切り部材１３の円周方向（図５（ｂ）では右方向）に沿って設けられ
、係合突起１６の突起部１６ｂが嵌着する嵌着部１７ｂと、を備えている。
【００２３】
　これにより、固定押え部１５は、図５（ａ）および図５（ｂ）に示すように、押え部材
１１の鍔状部１１ａ上に固定見切り部材１３が配置される際に、固定押え部１５の係合突
起１６が固定押え部１５の係止溝１７に対応し、この固定押え部１５の係合突起１６の全
体、つまり係合突起１６の起立部１６ａと突起部１６ｂとが、固定押え部１５の係止溝１
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７の挿入部１７ａに挿入されるように構成されている。
【００２４】
　また、この固定押え部１５は、図５（ａ）および図５（ｂ）に示すように、係合突起１
６が係止溝１７の挿入部１７ａに挿入された状態で、固定見切り部材１３が押え部材１１
に対して所定方向に回転移動されると、係合突起１６の起立部１６ａが係止溝１７の挿入
部１７ａ内で移動しながら、係合突起１６の突起部１６ｂが係止溝１７の嵌着部１７ｂに
嵌着されるように構成されている。
【００２５】
　これにより、この固定押え部１５は、図５（ａ）および図５（ｂ）に示すように、係合
突起１６の突起部１６ｂが係止溝１７の嵌着部１７ｂに嵌着された際に、固定見切り部材
１３を押え部材１１に押え付けて固定することにより、文字板１０をハウジング８に対し
て固定するように構成されている。
【００２６】
　また、回転規制部材である複数のピン部材１４それぞれは、図２および図６に示すよう
に、ハウジング８に固定された押え部材１１と固定見切り部材１３とに差し込まれた状態
で取り付けられることにより、ハウジング８に対する固定見切り部材１３の円周方向の回
転を規制するように構成されている。
【００２７】
　すなわち、固定見切り部材１３の外周面における複数箇所（図６では１箇所のみを示す
）には、図６に示すように、ピン部材１４が上方から装着する断面半円弧状の装着溝１４
ａが上下方向に沿って設けられている。また、押え部材１１の鍔状部１１ａにおける複数
箇所（図６では１箇所のみを示す）には、ピン部材１４が上方から挿入して固定される断
面円形状の固定孔１４ｂが上下方向に設けられている。
【００２８】
　この場合、固定見切り部材１３の外周面に設けられた断面半円弧状の装着溝１４ａと、
押え部材１１の鍔状部１１ａに設けられた断面円形状の固定孔１４ｂとは、図５（ａ）に
示すように、固定押え部１５の係合突起１６の突起部１６ｂが係止溝１７の嵌着部１７ｂ
に嵌着されて、固定見切り部材１３が固定押え部１５によって押え部材１１に固定された
際に、図６に示すように、同一軸上に対応するように構成されている。
【００２９】
　これにより、ピン部材１４は、図６に示すように、固定見切り部材１３の外周面に設け
られた断面半円弧状の装着溝１４ａと、押え部材１１の鍔状部１１ａに設けられた断面円
形状の固定孔１４ｂとが同一軸上に対応した状態で、固定見切り部材１３の上方から固定
見切り部材１３の装着溝１４ａに装着され、この装着されたピン部材１４の下部が押え部
材１１の鍔状部１１ａの固定孔１４ｂに挿入されて固定されるように構成されている。
【００３０】
　これにより、ピン部材１４は、図６に示すように、ハウジング８に固定された押え部材
１１に対する固定見切り部材１３の円周に沿う方向の回転を規制することにより、固定押
え部１５の係止溝１７に対する係合突起１６の係合が不用意に解除されるのを防ぐように
構成されている。
【００３１】
　ところで、ハウジング８には、図２～図４に示すように、内転機構１８が組み付けられ
ている。この内転機構１８は、ハウジング８内に配置されて押え部材１１によって回転移
動可能な状態で押え付けられた内転リング２０と、この内転リング２０の上方に配置され
る回転見切り部材２１と、内転リング２０と回転見切り部材２１とを着脱可能に連結して
、内転リング２０の回転移動に応じて回転見切り部材２１を回転移動させる連結部２２と
、を備えている。
【００３２】
　内転リング２０は、図２～図４に示すように、その内径が文字板１０の外径よりも大き
く、かつ固定見切り部材１３の外径とほぼ同じ大きさに形成され、外径がハウジング８の
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取付凹部８ａの内径とほぼ同じ大きさに形成されている。この内転リング２０の内周面に
は、内歯２０ａが設けられている。また、この内転リング２０は、その上下方向の厚みが
ハウジング８の取付凹部８ａの深さとほぼ同じ大きさに形成されている。
【００３３】
　この場合、ハウジング８の取付凹部８ａは、図２～図４に示すように、内転リング２０
が配置される箇所が押え部材１１の鍔状部１１ａの厚み分だけ深く形成されている。この
ため、内転リング２０は、その内周面に設けられた内歯２０ａの下部がハウジング８内に
向けて露出するように構成されている。
【００３４】
　これにより、内転リング２０は、図３および図４に示すように、ハウジング８の取付凹
部８ａ内に配置されて押え部材１１の鍔状部１１ａで押えられ、この状態で内転リング２
０の外周面が取付凹部８ａの内周面に沿って回転移動するように構成されている。この場
合、内転リング２０は、その内周面に設けられた内歯２０ａの下部が時計ムーブメントの
駆動歯車２３に噛み合い、この駆動歯車２３の回転に応じてハウジング８内で回転移動す
るように構成されている。
【００３５】
　回転見切り部材２１は、図２～図４に示すように、方位位置を示す目盛が表示された方
位回転板や、時間計測の目盛が表示された計測回転板、あるいは目盛機能を有しない回転
板などである。この回転見切り部材２１は、内転リング２０の上方に位置した状態で、固
定見切り部材１３の外周に沿って回転移動する回転リング部２４と、この回転リング部２
４上に設けられて回転リング部２４と共に回転移動する見切り部２５と、を備えている。
【００３６】
　回転リング部２４は、図２～図４に示すように、押え部材１１の鍔状部１１ａの上方に
内転リング２０と対応して配置されるように構成されている。すなわち、この回転リング
部２４は、その内径が固定見切り部材１３の外径とほぼ同じか、それよりも少し大きく形
成されている。また、この回転リング部２４は、その外径がハウジング８の外周に配置さ
れた中枠７ａの外径とほぼ同じ大きさで、かつ時計ガラス４の外径よりも少し小さい大き
さで形成され、その外周面が腕時計ケース１の第１ケース２の内周面に接近するように構
成されている。
【００３７】
　この場合、回転リング部２４の外周部には、図２および図３に示すように、腕時計ケー
ス１の第１ケース２の内周面に設けられた突起部２ａが食い込む切欠き部２４ａが設けら
れている。この切欠き部２４ａは、その内径が内転リング２０の外径とほぼ同じ大きさで
、その上側が外周側に向けて次第に高くなる傾斜面に形成され、この傾斜面の上部が固定
見切り部材１３の上面に対応する平面に形成されている。これに伴って、第１ケース２の
突起部２ａも、切欠き部２４ａと同じ形状に形成されている。
【００３８】
　また、この回転リング部２４は、図２～図４に示すように、その上下方向の厚みが固定
見切り部材１３の上下方向の厚みよりも厚く形成されている。すなわち、この回転リング
部２４は、その下端部が押え部材１１の鍔状部１１ａの上面から上方に少し離れた状態で
、上部が固定見切り部材１３の上方に突出し、この突出した上端部が時計ガラス４の下面
に接近するように構成されている。
【００３９】
　この回転リング部２４の上部には、図２～図４に示すように、見切り部２５が配置され
る装着凹部２４ｂが設けられている。この装着凹部２４ｂは、その底面が固定見切り部材
１３の上面と同じか、それよりも少し上側に位置し、かつ外周側に位置する立上り部の内
周面の内径がハウジング８の外径とほぼ同じ大きさで形成されている。
【００４０】
　見切り部２５は、図２～図４に示すように、回転リング部２４の上部に設けられた装着
凹部２４ｂに配置され、この状態で時計ガラス４を通して上方向から見るように構成され
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ている。すなわち、この見切り部２５は、リング形状に形成され、その上面が外周側から
内周側に向けて次第に厚みが薄くなる傾斜面に形成され、この傾斜面に方位位置を示す目
盛や時間計測の目盛などが設けられるように構成されている。
【００４１】
　一方、内転リング２０と回転見切り部材２１とを連結する連結部２２は、図２～図４に
示すように、押え部材１１の外周側および固定見切り部材１３の外周側に位置する内転リ
ング２０の上面における所定箇所に設けられたピン状の突起である。この連結部２２は、
その上部が回転見切り部材２１の回転リング部２４の下面に設けられた連結穴２４ｃに着
脱可能に挿入することにより、回転見切り部材２１を内転リング２０の上方に浮かせた状
態で保持するように構成されている。
【００４２】
　すなわち、この連結部２２は、図２～図４に示すように、内転リング２０の上面から押
え部材１１の外周側および固定見切り部材１３の外周側を通り、その上部が回転リング部
２４の下面の連結穴２４ｃに挿入されて、見切り部２５の下面に当接することにより、回
転見切り部材２１を内転リング２０の上方に浮かせた状態で保持するように構成されてい
る。これにより、連結部２２は、回転見切り部材２１をハウジング８に対して一体的に組
み付けるように構成されている。
【００４３】
　また、この連結部２２は、図２～図４に示すように、内転リング２０が駆動歯車２３に
よってハウジング８内で回転移動した際に、その内転リング２０の回転移動に伴って押え
部材１１の外周および固定見切り部材１３の外周に沿って移動することにより、回転見切
り部材２１を浮かせた状態で内転リング２０の回転移動に応じて回転移動させるように構
成されている。
【００４４】
　次に、この腕時計の作用について説明する。
　まず、この腕時計の時計モジュール７を組み立てる場合について説明する。この場合に
は、予め、指針の運針により時刻を指示する時計ムーブメントや、時刻などの情報を表示
する表示部、これらを電気的に駆動する回路部などの時計機能に必要な各種の部品をハウ
ジング８に組み付ける。
【００４５】
　この状態で、ハウジング８の取付凹部８ａ内に内転機構１８の内転リング２０を組み付
ける。このときには、内転リング２０の内歯２０ａを時計ムーブメントの駆動歯車２３に
噛み合わせる。この状態で、ハウジング８の取付凹部８ａ内に押え部材１１を組み込んで
固定する。このときには、押え部材１１の外周に設けられた鍔状部１１ａが内転リング２
０を回転移動可能な状態でハウジング８に押える。これにより、ハウジング８に内転リン
グ２０が組み付けられる。
【００４６】
　この状態で、ハウジング８の取付凹部８ａ内に固定された押え部材１１に文字板１０を
配置して、固定部材１２の固定見切り部材１３で文字板１０を押え部材１１に押え付ける
。このときには、押え部材１１の鍔状部１１ａで囲われた凹部内に文字板１０を配置し、
この文字板１０の上面における外周部と押え部材１１の鍔状部１１ａの上面における内周
部とに跨った状態で、固定見切り部材１３を配置して押え部材１１に取り付ける。
【００４７】
　この場合、押え部材１１の鍔状部１１ａ上に固定見切り部材１３を配置する際には、固
定押え部１５の係合突起１６を固定押え部１５の係止溝１７の挿入部１７ａに挿入させる
。この状態で、固定見切り部材１３をその円周方向に沿って所定方向に回転させる。する
と、係合突起１６の起立部１６ａが係止溝１７の挿入部１７ａ内で移動しながら、係合突
起１６の突起部１６ｂが係止溝１７の嵌着部１７ｂに嵌着する。これにより、固定見切り
部材１３が押え部材１１に押え付けられて固定され、この固定見切り部材１３によって文
字板１０がハウジング８に対して固定される。
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【００４８】
　この状態で、回転規制部材である複数のピン部材１４によって、ハウジング８に対する
固定見切り部材１３の円周方向の回転を規制する。このときには、固定押え部１５の係合
突起１６の突起部１６ｂが係止溝１７の嵌着部１７ｂに嵌着されて、固定見切り部材１３
が押え部材１１に固定された際に、固定見切り部材１３の外周面に設けられた断面半円弧
状の装着溝１４ａと、押え部材１１の鍔状部１１ａに設けられた断面円形状の固定孔１４
ｂとが、同一軸上に対応する。
【００４９】
　このため、ピン部材１４を固定見切り部材１３の装着溝１４ａにその上方から装着させ
ると共に、この装着されたピン部材１４の下部を押え部材１１の鍔状部１１ａの固定孔１
４ｂに挿入させて固定する。これにより、ハウジング８に固定された押え部材１１に対す
る固定見切り部材１３の円周方向の回転が規制され、ハウジング８に対する固定見切り部
材１３の円周方向の回転が規制される。この結果、ハウジング８に文字板１０が一体的に
固定される。
【００５０】
　この状態では、内転リング２０に設けられた連結部２２が、押え部材１１の外周側およ
び固定見切り部材１３の外周側から固定見切り部材１３の上面とほぼ同じ高さで突出する
。このため、この突出した連結部２２に内転機構１８の回転見切り部材２１を取り付ける
。このときには、予め、回転リング部２４の装着凹部２４ｂに見切り部２５を装着させて
取り付けることにより、回転見切り部材２１を形成する。
【００５１】
　この状態で、図４に示すように、内転機構１８の回転見切り部材２１を固定見切り部材
１３の外周に配置して、回転見切り部材２１の回転リング部２４の下面に設けられた連結
穴２４ｃに連結部２２の上部を挿入させる。これにより、回転見切り部材２１が内転リン
グ２０の上方に浮いた状態で、ハウジング８に対して一体的に取り付けられる。この状態
では、内転リング２０の回転移動に応じて回転見切り部材２１が固定見切り部材１３の外
周に沿って回転移動する。
【００５２】
　この場合には、指針の運針により時刻を指示する時計ムーブメントや、時刻などの情報
を表示する表示部、これらを電気的に駆動する回路部などの時計機能に必要な各種の部品
が搭載されたハウジング８に、文字板１０が固定部材１２である固定見切り部材１３とピ
ン部材１４とによって組み付けられると共に、内転機構１８の内転リング２０が押え部材
１１によって組み付けられ、この内転リング２０に回転見切り部材２１が連結部２２によ
って連結された状態で組み付けられ、これらが時計モジュール７として一体化される。
【００５３】
　このように構成された時計モジュール７は、指針の運針により時刻を指示する時計ムー
ブメントや、時刻などの情報を表示する表示部、これらを電気的に駆動する回路部などの
時計機能に必要な各種の部品のほかに、文字板１０および内転機構１８などの組付部材を
備えていても、これらがハウジング８に一体的に組み付けられていることにより、独立し
た時計モジュール７として構成される。
【００５４】
　次に、この独立した時計モジュール７を腕時計ケース１内に組み込む場合について説明
する。この場合には、腕時計ケース１の第１ケース２の内周面に突起部２ａが設けられて
おり、この第１ケース２の突起部２ａが回転見切り部材２１の回転リング部２４の切欠き
部２４ａに食い込む構成であるから、予め、回転見切り部材２１を時計モジュール７から
取り外して第１ケース２内に配置する。
【００５５】
　このときには、まず、回転見切り部材２１を上方に引き上げて、回転見切り部材２１の
連結穴２４ｃから内転リング２０上に設けられた連結部２２を抜き出して、回転見切り部
材２１を連結部２２から取り外す。そして、この取り外した回転見切り部材２１を腕時計
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ケース１の第１ケース２の上部開口部から第１ケース２内に挿入させ、第１ケース２の内
周面に設けられた突起部２ａを回転リング部２４の切欠き部２４ａに食い込ませて、第１
ケース２内に回転見切り部材２１を配置させる。
【００５６】
　この状態で、第１ケース２の上部開口部にパッキン２ａを介して時計ガラス４を取り付
ける。このときには、時計ガラス４の下面を回転見切り部材２１の上面に接近させて配置
する。これにより、回転見切り部材２１が第１ケース２内にその内周面に沿って回転移動
可能な状態で配置される。
【００５７】
　そして、回転見切り部材２１が取り外された時計モジュール７を腕時計ケース１内に組
み付ける。このときには、時計モジュール７の外周に中枠７ａを取り付け、この中枠７ａ
と共に時計モジュール７を第２ケース３の下側から腕時計ケース１内に挿入させて、中枠
７ａの上端部を第１ケース２の突起部２ａの下面に当接させる。これにより、時計モジュ
ール７が腕時計ケース１内に位置決めされて配置される。
【００５８】
　このときには、時計モジュール７に組み込まれた内転リング２０の連結部２２を第１ケ
ース２内に配置されている回転見切り部材２１の連結穴２４ｃに挿入させて、回転見切り
部材２１を内転リング２０の上方に浮かせた状態で保持する。これにより、内転リング２
０と回転見切り部材２１とが連結部２２によって連結された状態で、時計モジュール７が
腕時計ケース１内に組み込まれる。この後、腕時計ケース１の３時側に押釦スイッチ６を
組み付けて、第２ケース３の下面に裏蓋５を取り付ける。これにより、腕時計が組み立て
られる。
【００５９】
　次に、この腕時計を使用する場合について説明する。
　この腕時計は、通常の状態で、指針が時計ムーブメントによって文字板１０の上方を運
針することにより、時刻を指示表示する。また、押釦スイッチ６を操作して、モードを方
位モードや時間計測モードに切り替えると、回転見切り部材２１が回転して方位位置や計
測時間が指示表示される。
【００６０】
　すなわち、押釦スイッチ６によってモードが方位モードや時間計測モードに切り替わる
と、時計ムーブメントの駆動歯車２３が回転して、内転機構１８の内転リング２０が文字
板１０の外周に沿って回転移動する。このときには、内転リング２０に設けられた連結部
２２が内転リング２０と共に回転移動する。このため、この連結部２２で連結された回転
見切り部材２１が固定見切り部材１３の外周に沿って回転移動する。この回転見切り部材
２１の回転移動によって方位位置や計測時間が指示表示される。
【００６１】
　このように、この腕時計の時計モジュール７によれば、部品が搭載されたハウジング８
と、このハウジング８の上部側に配置される文字板１０と、この文字板１０の上面におけ
る外周部をハウジング８に対して押え付けると共に、文字板１０の円周方向の回転を規制
した状態で、文字板１０をハウジング８に対して固定する固定部材１２と、を備えている
ことにより、文字板１０に穴開けなどの加工を施さずに、文字板１０をハウジング８に対
して一体的に組み付けることができるので、文字板１０を備えていても、独立した時計モ
ジュール７として構成することができる。
【００６２】
　この場合、固定部材１２は、文字板１０の上面における外周部をハウジング８に対して
押え付ける固定見切り部材１３と、ハウジング８に対する固定見切り部材１３の円周方向
の回転を規制する回転規制部材であるピン部材１４と、を備えていることにより、文字板
１０に穴開けなどの加工を施す必要がなく、文字板１０をハウジング８に対して確実にか
つ良好に固定することができる。
【００６３】
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　すなわち、この時計モジュール７では、固定部材１２の固定見切り部材１３で文字板１
０の上面における外周部をハウジング８に対して押え付けることができ、回転規制部材で
あるピン部材１４でハウジング８に対する固定見切り部材１３の円周方向の回転を規制す
ることができるので、文字板１０に穴開けなどの加工を施す必要がない。このため、文字
板１０が材質や厚みの制約を受けることがないので、文字板１０の自由度を向上させるこ
とができる。
【００６４】
　この場合、固定部材１２は、ハウジング８上に固定されて文字板１０が配置される押え
部材１１と、文字板１０の上面における外周部上に配置されて、固定見切り部材１３が円
周方向に沿って回転された際に固定見切り部材１３が文字板１０を押え部材１１に押え付
けて固定する固定押え部１５と、を備えていることにより、この固定見切り部材１３によ
って文字板１０を押え部材１１に簡単にかつ確実に押え付けることができ、これにより文
字板１０をハウジング８に対して確実にかつ良好に押し付けて固定することができる。
【００６５】
　すなわち、固定押え部１５は、押え部材１１の鍔状部１１ａに設けられた係合突起１６
と、固定見切り部材１３に設けられて、係合突起１６が挿入して回転移動した際に係合突
起１６を係止する係止溝１７と、を備えていることにより、固定見切り部材１３を文字板
１０の上面における外周部上と押え部材１１の鍔状部１１ａの上面における内周部上とに
跨って配置させる際に、係合突起１６を係止溝１７に挿入させ、この状態で固定見切り部
材１３をその円周方向に沿って回転させるだけで、簡単にかつ確実に係合突起１６を係止
溝１７に係止させることができ、これにより固定見切り部材１３を押え部材１１に取り付
けて、文字板１０を確実に押え部材１１に押え付けることができる。
【００６６】
　この場合、固定押え部１５の係合突起１６は、押え部材１１の鍔状部１１ａ上に起立し
て設けられた起立部１６ａと、この起立部１６ａの上端部に設けられて押え部材１１の円
周方向に向けて突出する突起部１６ｂと、を備えており、固定押え部１５の係止溝１７は
、固定見切り部材１３の外周に位置する下面から上側に向けて設けられた挿入部１７ａと
、この挿入部１７ａの上端部から固定見切り部材１３の円周方向に沿って設けられた嵌着
部１７ｂと、を備えているので、簡単にかつ確実に係合突起１６を係止溝１７に係止させ
ることができる。
【００６７】
　すなわち、この固定押え部１５は、押え部材１１の鍔状部１１ａ上に固定見切り部材１
３を配置する際に、固定押え部１５の係合突起１６を固定押え部１５の係止溝１７の挿入
部１７ａに挿入させることができ、この状態で固定見切り部材１３をその円周方向に沿っ
て所定方向に回転させて、係合突起１６の起立部１６ａを係止溝１７の挿入部１７ａ内で
移動させながら、係合突起１６の突起部１６ｂを係止溝１７の嵌着部１７ｂに嵌着させる
ことができる。
【００６８】
　これにより、固定押え部１５は、係合突起１６の突起部１６ｂを係止溝１７の嵌着部１
７ｂに嵌着させることにより、確実に係合突起１６を係止溝１７に係止させることができ
、これにより固定見切り部材１３を押え部材１１に簡単にかつ確実に押え付けて固定する
ことができるので、文字板１０をハウジング８に対して確実にかつ良好に固定することが
できる。
【００６９】
　また、この時計モジュール７では、回転規制部材であるピン部材１４が、固定見切り部
材１３とハウジング８に固定された押え部材１１とに差し込まれて、ハウジング８に対す
る固定見切り部材１３の円周方向の回転を規制する構成であるから、その構造が簡単で、
ハウジング８に対する固定見切り部材１３の回転を確実に規制することができ、これによ
っても文字板１０をハウジング８に対して良好に固定することができる。
【００７０】
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　すなわち、この時計モジュール７では、固定見切り部材１３の外周面における複数箇所
に、ピン部材１４が装着する断面半円弧状の装着溝１４ａを上下方向に沿って設け、押え
部材１１の鍔状部１１ａにおける複数箇所に、ピン部材１４が挿入して固定される断面円
形状の固定孔１４ｂを上下方向に設けるだけで良いので、構造が簡単であるばかりか、こ
れら装着溝１４ａと固定孔１４ｂとにピン部材１４を挿入するだけであるから、容易にピ
ン部材１４を取り付けることができ、これにより固定押え部１５の係止溝１７に対する係
合突起１６の係合が不用意に解除されないようにすることができる。
【００７１】
　この場合、固定見切り部材１３の外周面に設けられた断面半円弧状の装着溝１４ａと、
押え部材１１の鍔状部１１ａに設けられた断面円形状の固定孔１４ｂとは、固定押え部１
５の係合突起１６の突起部１６ｂが係止溝１７の嵌着部１７ｂに嵌着されて、固定見切り
部材１３が固定押え部１５によって押え部材１１に固定された際に、同一軸上に対応する
ので、装着溝１４ａと固定孔１４ｂとにピン部材１４を簡単にかつ正確に挿入させること
ができる。
【００７２】
　さらに、この時計モジュール７では、部品が搭載されたハウジング８と、このハウジン
グ８に配置されてハウジング８の外周に沿う方向に回転移動する内転リング２０を備えた
内転機構１８と、この内転機構１８の内転リング２０をハウジング８に回転移動可能な状
態で押え付ける押え部材１１と、を備えていることにより、内転機構１８の内転リング２
０に加工を施さずに、内転リング２０をハウジング８に対して一体的に組み付けることが
でき、これにより内転機構１８を備えていても、独立した時計モジュール７として構成す
ることができる。
【００７３】
　すなわち、内転機構１８は、ハウジング８に配置されてハウジング８の外周に沿う方向
に回転移動する内転リング２０と、この内転リング２０の上方に回転移動可能に配置され
る回転見切り部材２１と、内転リング２０と回転見切り部材２１とを連結して、内転リン
グ２０の回転移動に応じて回転見切り部材２１を回転移動させる連結部２２と、を備えて
いることにより、ハウジング８に配置された内転リング２０の上方に回転見切り部材２１
を配置しても、連結部２２によって内転リング２０と回転見切り部材２１とを連結するこ
とができるので、内転機構１８をハウジング８に対して一体的に組み付けることができる
。
【００７４】
　また、この時計モジュール７では、内転機構１８のほかに、押え部材１１の上面に配置
される文字板１０と、この文字板１０の上面における外周部を押え部材１１に押え付ける
と共に、文字板１０の円周方向の回転を規制した状態で、文字板１０をハウジング８に対
して固定する固定部材１２と、を備えていることにより、文字板１０や内転機構１８など
の組付部材に加工を施さずに、これら文字板１０や内転機構１８などの組付部材をハウジ
ング８に対して一体的に組み付けることができるので、文字板１０や内転機構１８などの
組付部材を備えていても、独立した時計モジュール７として良好に構成することができる
。
【００７５】
　このため、この腕時計では、独立した時計モジュール７を腕時計ケース１内に容易に組
み込むことができるので、組立作業が簡単で、効率良く組立作業できるので、組立作業性
の向上を図ることができる。この場合、腕時計ケース１の第１ケース２の内周面に突起部
２ａが設けられ、この第１ケース２の突起部２ａに回転見切り部材２１が当接して、腕時
計ケース１内に時計モジュール７が組み込めないときには、予め、回転見切り部材２１を
腕時計ケース１内に組み込んだ状態で、時計モジュール７を組み込むことができる。
【００７６】
　この場合には、予め、回転見切り部材２１の回転リング部２４に第１ケース２の突起部
２ａが食い込む切欠き部２４ａを設け、この回転見切り部材２１を第１ケース２内に回転
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可能な状態で組み込んだ後に、回転見切り部材２１が取り外された時計モジュール７を腕
時計ケース１内に組み付けることにより、時計モジュール７を腕時計ケース１内に簡単に
かつ容易に組み込むことができる。
【００７７】
　すなわち、この腕時計では、第１ケース２内に回転可能な状態で組み込まれた回転見切
り部材２１に設けられた連結穴２４ｃに、内転リング２０上に設けられた連結部２２を挿
入させるだけで、連結部２２によって内転リング２０と回転見切り部材２１とを連結する
ことができると共に、回転見切り部材２１を内転リング２０の上方に浮かせた状態で良好
に保持することができる。
【００７８】
　このため、この腕時計では、回転見切り部材２１の外径を時計ガラス４が取り付けられ
る第１ケース２の内径とほぼ同じ大きさに形成することができ、これにより時計ガラス４
を通して腕時計ケース１内の表示領域を最大限に大きく形成することができるので、表示
領域を広げてワイドフェイス化を図ることができる。
【００７９】
　なお、上述した第１実施形態では、固定見切り部材１３を押え部材１１に固定する固定
押え部１５が、押え部材１１の鍔状部１１ａに設けられた係止突起１６と、固定見切り部
材１３に設けられた係止溝１７と、で構成されている場合について述べたが、この発明は
これに限らず、例えば、固定押え部１５は、押え部材１１の鍔状部１１ａに係止溝１７を
設け、固定見切り部材１３に係止突起１６を設けた構成であっても良い。
【００８０】
（第２実施形態）
　次に、図７および図８を参照して、この発明を腕時計に適用した第２実施形態について
説明する。なお、図１～図６に示された第１実施形態と同一部分には同一符号を付して説
明する。
　この腕時計は、図７および図８に示すように、時計モジュール７に組み込まれる文字板
１０をハウジング８に対して固定する固定部材３０が第１実施形態と異なる構成であり、
これ以外は第１実施形態とほぼ同じ構成になっている。
【００８１】
　すなわち、この固定部材３０は、図７および図８に示すように、文字板１０の上面にお
ける外周部をハウジング８に対して押え付ける固定見切り部材１３と、この固定見切り部
材１３に設けられてハウジング８内に上方から挿入する複数の足ピン３１（図７では１つ
のみを示す）と、これら複数の足ピン３１それぞれをその軸方向と直交する方向から係止
する複数の係止部材３２（図７では１つのみを示す）と、を備えている。
【００８２】
　この場合にも、ハウジング８の上面には、第１実施形態と同様、取付凹部８ａが設けら
れている。このハウジング８の取付凹部８ａには、押え部材１１が配置されて固定されて
いる。この押え部材１１は、その外周に設けられた鍔状部１１ａで囲われた凹部内に文字
板１０が配置されると共に、鍔状部１１ａが内転機構１８の内転リング２０をハウジング
８に押え付けるように構成されている。
【００８３】
　足ピン３１は、図７に示すように、固定見切り部材１３の下面における複数箇所（図７
では１箇所のみを示す）にそれぞれ設けられている。この足ピン３１は、押え部材１１に
設けられた挿入孔１１ｂに上方から挿入され、内転リング２０の内周側を通り抜けて、ハ
ウジング８の挿入穴８ｂ内に挿入されるように構成されている。
【００８４】
　これにより、足ピン３１は、図７に示すように、押え部材１１の挿入孔１１ｂおよびハ
ウジング８の挿入穴８ｂに挿入されることにより、ハウジング８に対する固定見切り部材
１３の円周方向の回転を規制するように構成されている。この場合、ハウジング８の挿入
穴８ｂ内に挿入される足ピン３１の下部に位置する外周面には、係合溝３１ａが環状に設



(14) JP 2017-227458 A 2017.12.28

10

20

30

40

50

けられている。
【００８５】
　係止部材３２は、図７および図８に示すように、ほぼ平板状に形成され、ハウジング８
内に設けられた装着穴８ｃにハウジング８の側方から差し込まれて、足ピン３１をその軸
方向と直交する方向から係止することにより、固定見切り部材１３を文字板１０に押し付
けて、文字板１０をハウジング８に対して固定するように構成されている。
【００８６】
　すなわち、係止部材３２は、図７および図８に示すように、足ピン３１の外周に設けら
れた環状の係合溝３１ａに挿入して足ピン３１をその径方向に挟んで足ピン３１の軸方向
（上下方向）の位置を規制するＵ字形状の係止規制部３３と、ハウジング８の装着穴８ｃ
に挿入された係止部材３２を取り出すための取出し部３４と、を備えている。
【００８７】
　この場合、係止規制部３３は、図８に示すように、係止部材３２の一端部に足ピン３１
の係合溝３１ａの内径と同じ間隔で係止部材３２の長手方向に沿って設けられた溝３３ａ
と、この溝３３ａの両側にその長手方向に沿って設けられ、足ピン３１の係合溝３１ａに
装着して足ピン３１を径方向に挟み付ける一対の挟持部３３ｂと、を備えている。
【００８８】
　これにより、係止規制部３３は、図７および図８に示すように、一対の挟持部３３ｂが
足ピン３１の係合溝３１ａに装着して足ピン３１を径方向に挟み付けた際に、足ピン３１
の軸方向の位置を規制して、固定見切り部材１３を文字板１０に押し付けることにより、
文字板１０をハウジング８に対して固定するように構成されている。
【００８９】
　この場合、ハウジング８内の装着穴８ｃは、図７に示すように、係止部材３２が挿入す
る矩形状の細長い横穴であり、ハウジング８の外周面から内転リング２０の下側を通り、
足ピン３１の係止溝３１ａに到達して通り過ぎるように形成されている。これにより、係
止部材３２は、ハウジング８の外周面からハウジング８の装着穴８ｃに挿入されて、係止
規制部３３が足ピン３１の係止溝３１ａに係合するように構成されている。
【００９０】
　また、係止部材３２の取出し部３４は、図７および図８に示すように、係止部材３２の
他端部における両側部に設けられた一対のフック部である。この取出し部３４は、係止部
材３２がハウジング８内の装着穴８ｃ内に挿入された際に、ハウジング８内の装着穴８ｃ
内に配置されて、ハウジング８の外周面から外部に突出しないように構成されている。
【００９１】
　この場合、取出し部３４は、図８に示すように、係止部材３２の他端部における両側部
に切欠き部３４ａが設けられ、この切欠き部３４ａに対応する係止部材３２の両端部３４
ｂ間における係止部材３２の長手方向と直交する方向の長さが、ハウジング８内の装着穴
８ｃの長手方向と直交する方向の長さよりも短く形成されている。
【００９２】
　これにより、取出し部３４は、図７および図８に示すように、ハウジング８内の装着穴
８ｃ内に配置された際に、装着穴８ｃの内面と取出し部３４の両端部３４ｂとの間に隙間
が形成され、この隙間から工具（図示せず）を切欠き部３４ａに挿入させて引っ掛け、こ
の状態で係止部材３２をハウジング８内の装着穴８ｃ内から引き出せるように構成されて
いる。
【００９３】
　次に、このような腕時計の作用について説明する。
　この場合には、時計モジュール７に組み込まれる文字板１０をハウジング８に対して固
定する固定部材３０が第１実施形態と異なる構成であり、これ以外は第１実施形態と同じ
構成である。このため、この第２実施形態では、文字板１０をハウジング８に対して固定
する場合について説明する。
【００９４】
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　この場合には、予め、指針の運針により時刻を指示する時計ムーブメントや、時刻など
の情報を表示する表示部、これらを電気的に駆動する回路部などの時計機能に必要な各種
の部品が組み付けられたハウジング８の取付凹部８ａ内に、内転機構１８の内転リング２
０を組み付けて、内転リング２０の内歯２０ａを時計ムーブメントの駆動歯車２３に噛み
合わせる。
【００９５】
　この状態で、ハウジング８の取付凹部８ａ内に押え部材１１を組み込んで固定する。こ
のときには、押え部材１１の鍔状部１１ａが内転リング２０を回転移動可能な状態でハウ
ジング８に押える。これにより、ハウジング８内に内転リング２０が組み付けられる。こ
の状態で、ハウジング８の取付凹部８ａ内に固定された押え部材１１に文字板１０を配置
して、固定部材３０の固定見切り部材１３を文字板１０の上面における外周部上と押え部
材１１の鍔状部１１ａの上面における内周部上とに跨って配置させる。
【００９６】
　このときには、固定見切り部材１３の下面に設けられた足ピン３１を押え部材１１に設
けられた挿入孔１１ｂに挿入させる。この押え部材１１の挿入孔１１ｂに挿入された足ピ
ン３１は、内転リング２０の内周側を通り抜けて、ハウジング８の挿入穴８ｂ内に挿入さ
れる。これにより、固定見切り部材１３は、押え部材１１およびハウジング８に対する固
定見切り部材１３の円周方向の回転が規制される。
【００９７】
　このようにハウジング８の挿入穴８ｂに挿入された足ピン３１は、その下部に環状に設
けられた係合溝３１ａが、ハウジング８内にその外周面から内転リング２０の下側を通っ
て設けられた装着穴８ｃに対応する。この状態で、係止部材３２をハウジング８の装着穴
８ｃに差し込んで、足ピン３１を係止する。
【００９８】
　このときには、係止部材３２の一端部に設けられた係止規制部３３の溝３３ａの両側に
位置する一対の挟持部３３ｂが足ピン３１の係合溝３１ａに装着して、足ピン３１を径方
向に挟み付ける。これにより、ハウジング８の装着穴８ｃに差し込まれた係止部材３２の
係止規制部３３によって、足ピン３１の軸方向の位置が規制されるので、固定見切り部材
１３が文字板１０に押し付けられる。
【００９９】
　これにより、文字板１０がハウジング８に対して固定され、ハウジング８に文字板１０
が一体的に固定された時計モジュール７が構成される。この状態では、係止部材３２の他
端部に設けられた取出し部３４が、ハウジング８の外周面から外部に突出することがなく
、ハウジング８の装着穴８ｃ内に配置される。このため、文字板１０が組み付けられた時
計モジュール７を腕時計ケース１内に第１実施形態と同様に組み込むことができる。
【０１００】
　このように、腕時計ケース１内に時計モジュール７が組み込まれた状態では、ハウジン
グ８の装着穴８ｃ内に配置された係止部材３２の取出し部３４が腕時計ケース１の内周面
に対面するため、係止部材３２がハウジング８の装着穴８ｃ内から抜け出すことがない。
このため、係止部材３２の係止規制部３３が足ピン３１を係止した状態が維持される。
【０１０１】
　また、ハウジング８の装着穴８ｃ内に差し込まれた係止部材３２を取り外す場合には、
時計モジュール７を腕時計ケース１内から取り出し、この状態で係止部材３２の他端部に
設けられた取出し部３４の両端部３４ｂと装着穴８ｃの内面との間に形成された隙間から
工具を取出し部３４の切欠き部３４ａに差し込んで引っ掛けることにより、係止部材３２
をハウジング８内の装着穴８ｃ内から引き出すことができる。これにより、固定見切り部
材１３をハウジング８から取り外して文字板１０を取り外すことができる。
【０１０２】
　このように、この第２実施形態の腕時計の時計モジュール７では、第１実施形態とほぼ
同様の作用効果があるほか、固定部材３０が、文字板１０の上面における外周部をハウジ
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ング８に対して押え付ける固定見切り部材１３と、この固定見切り部材１３に設けられて
ハウジング８内に挿入する足ピン３１と、ハウジング８内に側方から差し込まれて足ピン
３１をその軸方向と直交する方向から係止する係止部材３２と、を備えていることにより
、第１実施形態と同様、文字板１０をハウジング８に対して一体的に組み付けることがで
きるので、文字板１０を備えていても、独立した時計モジュール７として構成することが
できる。
【０１０３】
　すなわち、この第２実施形態の時計モジュール７では、固定見切り部材１３を文字板１
０の上面における外周部に配置する際に、固定見切り部材１３に設けられた足ピン３１を
ハウジング８内に挿入させることにより、ハウジング８に対する固定見切り部材１３の円
周方向の回転を規制することができ、この状態で係止部材３２をハウジング８内に側方か
ら差し込み、この差し込んだ係止部材３２で足ピン３１をその軸方向と直交する方向から
係止することにより、固定見切り部材１３を文字板１０に押し付けて固定することができ
る。
【０１０４】
　このため、この時計モジュール７では、文字板１０をハウジング８に対して簡単にかつ
確実に固定することができるので、第１実施形態と同様、文字板１０に穴開けなどの加工
を施す必要がなく、文字板１０をハウジング８に対して一体的に組み付けることができ、
これにより文字板１０を備えていても、独立した時計モジュール７として構成することが
できる。
【０１０５】
　この場合、係止部材３２は、足ピン３１の外周に設けられた環状の係合溝３１ａに挿入
して足ピン３１をその径方向に挟んで足ピン３１の軸方向の位置を規制する係止規制部３
３を備えていることにより、係止部材３２をハウジング８内の装着穴８ｃにハウジング８
の側方から差し込むだけで、係止規制部３３が足ピン３１をその径方向に挟み付けて、足
ピン３１の軸方向の位置を規制することができるので、固定見切り部材１３を文字板１０
に押し付けて確実に固定することができる。
【０１０６】
　すなわち、係止部材３２の係止規制部３３は、係止部材３２の一端部に足ピン３１の係
合溝３１ａの内径と同じ間隔で設けられた溝３３ａと、この溝３３ａの両側に設けられて
足ピン３１の係合溝３１ａに装着して足ピン３１を径方向に挟み付ける一対の挟持部３３
ｂと、を備えているので、係止部材３２をハウジング８内の装着穴８ｃに差し込んだ際に
、一対の挟持部３３ｂを足ピン３１の係合溝３１ａに装着させて足ピン３１をその径方向
に挟み付けることができ、これにより足ピン３１の軸方向の位置を規制することができる
ので、固定見切り部材１３を文字板１０に確実に押し付けることができる。
【０１０７】
　なお、上述した第１、第２の実施形態では、腕時計ケース１の第１ケース２の内周面に
突起部２ａを設けた場合について述べたが、この発明は必ずしも第１ケース２の内周面に
突起部２ａを設ける必要はない。この場合には、時計モジュール７を腕時計ケース１内に
組み込む際に、予め、内転機構１８の回転見切り部材２１を取り外す必要はなく、回転見
切り部材２１を備えた内転機構１８および文字板１０をハウジング８に組み付けた状態の
時計モジュール７を腕時計ケース１内に一度に組み込むことができる。
【０１０８】
　また、上述した第１、第２の実施形態では、内転機構１８の内転リング２０に連結部２
２を設け、回転見切り部材２１に連結穴２４ｃを設けた場合について述べたが、この発明
はこれに限らず、例えば、内転機構１８の内転リング２０に連結穴２４ｃを設け、回転見
切り部材２１に連結部２２を設けた構成であっても良い。
【０１０９】
　さらに、上述した第１、第２の実施形態では、内転機構１８の内転リング２０を時計ム
ーブメントの駆動歯車２３で自動的に回転させるように構成した場合について述べたが、
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この発明はこれに限らず、例えば、腕時計ケース１に竜頭などの操作部材を設け、この操
作部材に駆動歯車を設け、この駆動歯車を操作部材の回転操作によって回転させて内転リ
ング２０を手動で回転させるように構成しても良い。
【０１１０】
　また、上述した第１、第２の実施形態では、ハウジング８に内転機構１８を組み付けた
場合について述べたが、この発明は必ずしも内転機構１８を備えている必要はない。この
場合には、ハウジング８上に押え部材１１を設ける必要はなく、ハウジング８上に文字板
１０を直接配置して、固定部材１２または固定部材３０で文字板１０をハウジング８に直
接押え付けて固定するように構成しても良い。
【０１１１】
　なおまた、上述した第１、第２の実施形態では、腕時計に適用した場合について述べた
が、この発明は必ずしも腕時計である必要はなく、例えばトラベルウオッチ、目覚まし時
計、置き時計、掛け時計などの各種の時計に適用することができる。また、この発明は必
ずしも時計である必要はなく、例えば携帯電話機、携帯情報端末機などの電子機器にも広
く適用することができる。
【０１１２】
　以上、この発明のいくつかの実施形態について説明したが、この発明は、これらに限ら
れるものではなく、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲を含むものである
。
　以下に、本願の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
【０１１３】
（付記）
　請求項１に記載の発明は、部品が搭載されたハウジングと、前記ハウジングの上部側に
配置される文字板と、前記文字板の上面における外周部を前記ハウジングに対して押え付
けると共に、前記文字板の円周方向の回転を規制した状態で、前記文字板を前記ハウジン
グに対して固定する固定部材と、を備えていることを特徴とするモジュールである。
【０１１４】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載のモジュールにおいて、前記固定部材は、前
記文字板の上面における外周部を前記ハウジングに対して押え付ける見切り部材と、前記
ハウジングに対する前記見切り部材の円周方向の回転を規制する回転規制部材と、を備え
ていることを特徴とするモジュールである。
【０１１５】
　請求項３に記載の発明は、請求項２に記載のモジュールにおいて、前記固定部材は、前
記ハウジング上に固定されて前記文字板が配置される押え部材と、前記見切り部材が前記
文字板の上面における外周部上に配置された状態で、前記見切り部材がその円周方向に沿
って回転された際に前記文字板を前記押え部材に押え付けて固定する固定押え部と、を備
えていることを特徴とするモジュールである。
【０１１６】
　請求項４に記載の発明は、請求項３に記載のモジュールにおいて、前記固定押え部は、
前記押え部材における前記文字板の外周側に位置する部分とこれに対応する前記見切り部
材との一方に設けられた係合突起と、前記押え部材における前記文字板の外周側に位置す
る部分とこれに対応する前記見切り部材との他方に設けられて、前記係合突起が挿入して
回転移動した際に前記係合突起を係止する係止溝と、を備えていることを特徴とするモジ
ュールである。
【０１１７】
　請求項５に記載の発明は、請求項３または請求項４に記載のモジュールにおいて、前記
回転規制部材は、前記ハウジング上に固定された前記押え部材における前記文字板の外周
側に位置する部分とこれに対応する前記見切り部材とに差し込まれて、前記ハウジングに
対する前記見切り部材の円周方向の回転を規制するピン部材であることを特徴とするモジ
ュールである。
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【０１１８】
　請求項６に記載の発明は、請求項１に記載のモジュールにおいて、前記固定部材は、前
記文字板の上面における外周部を前記ハウジングに対して押え付ける見切り部材と、前記
見切り部材に設けられて前記ハウジング内に挿入する足ピンと、前記ハウジング内にその
側方から差し込まれて前記足ピンをその軸方向と直交する方向から係止することにより、
前記見切り部材を前記文字板に押し付ける係止部材と、を備えていることを特徴とするモ
ジュールである。
【０１１９】
　請求項７に記載の発明は、請求項６に記載のモジュールにおいて、前記係止部材は、前
記足ピンの外周に設けられた環状の係合溝に挿入して前記足ピンをその径方向に挟んで前
記足ピンの軸方向の位置を規制する係止規制部を備えていることを特徴とするモジュール
である。
【０１２０】
　請求項８に記載の発明は、部品が搭載されたハウジングと、前記ハウジングに配置され
て前記ハウジングの外周に沿う方向に回転移動する内転リングを備えた内転機構と、前記
内転機構の前記内転リングを前記ハウジングに回転移動可能な状態で押え付ける押え部材
と、を備えていることを特徴とするモジュールである。
【０１２１】
　請求項９に記載の発明は、請求項８に記載のモジュールにおいて、前記内転機構は、前
記内転リングのほかに、前記内転リングの上方に回転移動可能に配置される回転見切り部
材と、前記内転リングと前記回転見切り部とを連結して、前記内転リングの回転移動に応
じて前記回転見切り部材を回転移動させる連結部と、を備えていることを特徴とするモジ
ュールである。
【０１２２】
　請求項１０に記載の発明は、請求項８または請求項９に記載のモジュールにおいて、前
記押え部材の上面に配置される文字板と、前記文字板の上面における外周部を前記押え部
材に押え付けると共に、前記文字板の円周方向の回転を規制した状態で、前記文字板を前
記ハウジングに対して固定する固定部材と、を備えていることを特徴とするモジュールで
ある。
【０１２３】
　請求項１１に記載の発明は、請求項１～請求項１０のいずれかに記載されたモジュール
を備えていることを特徴とする時計である。
【符号の説明】
【０１２４】
　１　腕時計ケース
　７　時計モジュール
　８　ハウジング
　１０　文字板
　１１　押え部材
　１２、３０　固定部材
　１３　固定見切り部材
　１４　ピン部材
　１４ａ　装着溝
　１４ｂ　固定孔
　１５　固定押え部
　１６　係止突起
　１７　係止溝
　１８　内転機構
　２０　内転リング
　２０ａ　内歯
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　２１　回転見切り部材
　２２　連結部
　２３　駆動歯車
　２４　回転リング部
　２４ｃ　連結穴
　２５　見切り部
　３１　足ピン
　３１ａ　係止溝
　３２　係止部材
　３３　係止規制部
　３３ａ　溝
　３３ｂ　挟持部
　３４　取出し部
 

【図１】 【図２】
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